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オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ は ， 我 が 国 で は 1995 年 に 農薬登

録 さ れ， そ の後， 徐々 に普及 し つ つ あ る 。 天敵 に対す る

薬剤検定 は， 圃場に お い て 天敵 と 併用 で き る 薬剤 を選定

す る こ と を 目 的 に 行 う が， 圃場検定 に は 多 く の労力 と コ

ス ト がかか る の で， 圏 内 で は 主 に 室 内検定が行わ れ， 踊

お よ び成 虫 に 対 し て い く つ か の検定法が試み ら れ て い

る 。 IOBC (国際有害動植物生物的防除機関) の本寄生
蜂 に 対す る 薬剤j検定 に お い て は ， 図-1 に 示す よ う に ， 3 

段階の室内検定 の後 に ， 比較的影響の 少 な い薬剤の み を

園場検定 に 持 ち 込 む 方 式 を 採 っ て い る (VEIRE， 1994) 。

今後， 国際動向 (平井， 1999) に も 十分 に 注意 を 払 い つ

つ， よ り 簡便 な薬剤検定法の確立 を 図 っ て い く 必要があ

る 。 本稿で は ， 圏 内 で行 わ れ て い る 本寄生蜂 に対す る 薬

剤検定 法 お よ び IOBC の 方 法 を 比較 し な が ら ， 問題点
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図 - 1 オ ン シ ツ ヤ コ パチ に対す る 農薬影響評価の流れ図
(VEIRE， 1994) 
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正 春
を整理 し て み た い。

I 供試虫 の準備

マ ミ ー カ ー ド の 入手 : 本寄生蜂の マ ミ ー カ ー ド は ， 圏

内 で は 現在 2 社か ら 販売 さ れて い る (商品名 : エ ン ス ト

リ ッ プお よ び ト モ ノ ツ ヤ コ パ チ EF) 。 マ ミ ー カ ー ド は，

マ ミ ー (寄生蜂 の 踊) が厚紙 に 糊付 さ れ た も の で あ る

が， 後者で は マ ミ ー が直径 6 mm の 円形の く ぼ み の 中 に

糊付 さ れて い る 。 い ずれの カ ー ド も ミ シ ン 目 の つ い た シ

ー ト と し て 箱 に 入れ ら れて い る 。 エ ン ス ト リ ッ プで は，

到着直後か ら 7 日 間 50C に 冷蔵 し て も ， 羽化率 の 低下 は

ほ と ん ど な い が， 羽化時期が若干遅延 す る (和 田 ・ 中
村， 1996) 。

桶検定 の た めの マ ミ ー の準備 : こ の検定 に は く ぼ み の
な い エ ン ス ト リ ッ プ を 用 い る 。 マ ミ ー カ ー ド 到着後， 直
ち に 成虫が羽化 し て い な い こ と を 確認 し ， 検定開始 ま で
50C に 保管す る 。 マ ミ ー カ ー ド の う ち ， 極端 に マ ミ ー 数

の 少 な い も の は供試 し な い。

成 虫の準備 : 成虫 の 日 齢管理法 と し て は， ま ず， 両側

を切 り 取 っ た マ ミ ー カ ー ド を 三角 コ ル ベ ン (300 m l 程

度) に収容 し て 綿栓 を し ， 検定前 日 に コ ルペ ン 内部の成

虫 を す べ て 除去す る 。 検定当 日 に麹が十分 に 伸展 し 活発

に 活動す る 成虫 を 吸虫 管 で選 ぶ こ と に よ り ， 羽化 24 時

間以内 の個体が得 ら れ る 。
コ ナ ジ ラ ミ の飼育 : 結球 し て い な い キ ャ ベ ツ 葉の葉柄

を プ ラ ス チ ッ ク ・ カ ッ プ (直径 9 . 5 cm， 高 さ 5 . 8 cm)ふた
の査 に 聞 け た 穴か ら カ ッ プ内 の 水 に 差 し 込 ん で発根 さ せ

る 。 こ の キ ャ ベ ツ 葉 を カ ッ プ と と も に プ ラ ス チ ッ ク ・ ケ

ー ジ (直径 15 cm， 高 さ 40 cm， 図ー2) に 収容 し た 後，
集団飼育 し た シ ルバ ー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ 雌成虫 を ケ ー ジ

当 た り 30 頭放飼 し ， 250C， 16 時間明 8 時間暗条件で飼
育す る 。 こ の 方法に よ っ て ， 最初 に 1 回給水す る だ け で
シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ の 1 世代 を省力的 に 飼育で き
る 。

E 薬剤検定法の種類 と 特徴

1 室 内 検定法

( 1 )  踊 に対す る 検定
① 圏 内 で行われて い る 検定法
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図 - 2 コ ナ ジ ラ ミ 飼育用 ケ ー ジ

マ ミ ー カ ー ド 浸漬法 : 婦 に対す る 接触毒性の検定法 と

し て ， 嫡 を マ ミ ー カ ー ド ご と 薬液 に 浸潰す る 方法があ る

(林， 1996 ; 松井， 1996 a， b) 。 す な わ ち ， マ ミ ー カ ー ド

の両側 を切除 し， 所定濃度 の薬液 に 10 秒間漫演す る 。

水和 (水溶) 剤 の場合 に は， 実用濃度 の界面活性剤 を加
え る 。 カ ー ド を薬液か ら 引 き 上 げて 下端 に た ま っ た 液 を

ふ き 取 り ， 直径 3 . 6 cm， 高 さ 6 . 5 cm の プ ラ ス チ ッ ク 瓶

に 入れ， 蓋 を す る 。 蓋 に は 過湿防止 の た め に 直径 5 mm

程度 の穴 を 開 け 綿栓 を す る (松井， 1996 a，  b) 。 あ る い

は， 所定濃度 の 薬液 に 10 秒間浸潰 し た マ ミ ー カ ー ド を

炉紙 を 敷い た プ ラ ス チ ッ ク ・ シ ャ ー レ 内 に収容 し ， 成虫

の逃亡 防止 の た め に シ ャ ー レ の 蓋 を 裏返 し て か ぶ せ る

(林， 1996) 。 こ れ ら を 250C に 保管 し ， 2�3 週 間 後 に 羽

化成虫数， マ ミ ー脱皮殻数， 死篭 も り 数 を調査す る 。 無

処理区 は， 処理区 と 同 じ濃度の界面活性剤だ け の水溶液
と す る 。 処理 区 当 た り の マ ミ ー カ ー ド 数 は 3�6 枚 (反

復) と し ， 各処理区 の カ ー ド は 同 じ 箱 の も の を 供試 す

る 。 羽化率 は， 次の よ う に し て 求 め る 。

羽化成虫数羽化率 一 品 x 100 一 羽化成「

羽化率 を 生存 虫 率 と し ， Abbot の 式 (菅 原， 1959) 

に よ り ， 無処理区 と 処理 区の生存虫率の関係か ら 補正死

虫率 を 求 め る 。 破損 し た マ ミ ー 数 は ， 死篭 も り 数 に 含 め

な い 。 な お ， 羽化成虫数 と マ ミ ー脱皮殻数 を比較す る こ

と に よ っ て ， 検定開始前の羽化状況 を チ ェ ッ ク す る こ と
がで き る 。

棄 に 形成 さ れた マ ミ ー の浸漬法 : 葉 に 形成 さ れた黒色

の マ ミ ー を 葉 と と も に 10 秒間薬液 に 浸潰 し ， 10�15 日

間 250C に保管 し た 後 に ， 羽化率 あ る い は 死虫率 を調査

す る ( 岡 田 ・ 三田， 1978 ; 河合， 1988) 。

② IOBC の 方法
羽化 2�3 日 前 の マ ミ ー が付着 し た マ メ の 葉 に 薬剤散

布 し ， こ れ を 40 頭 ほ ど の マ ミ ー が付着 す る よ う に 切 り

分 け， 直径 9 cm の プ ラ ス チ ッ ク ・ シ ャ ー レ に 収 容 す

る 。 こ れ を 220C下 で 10�14 日 間保存 し て 死虫 率 を 調査

し， Abbot の 式 か ら 補正死 虫 率 を 計算 す る 。 異 な る 4
枚の葉か ら 8 葉片 を取 り ， 8 反復 と す る (OOMEN ， 1989) 。
新 し い方法で は， 紙 に 糊付 し た マ ミ ー に 所定濃度 の 薬液

を散布 し て 検定す る (VEIRE， 1994) 。

( 2 ) 成虫 に対す る 検定

① 圏 内 で行わ れて い る 検定法

ド ラ イ フ ィ ル ム 法 : 管瓶 ( 内 径 1 . 5 cm， 長 さ 6 cm)

に 実用濃度 の薬液 を 入 れ， ゴ ム 栓で密封 し て 内壁面お よ

び ゴ ム 栓の底部 を薬液で濡 ら す。 水和 (水溶) 剤の場合

に は， 実用濃度の界面活性剤 を 添加す る 。 薬液 を捨て た
後， テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー 上 に 管瓶の 口 を下 に し て 斜め に

立 て か け ， ゴ ム 栓 と と も に 250Cの 恒温器内 で 24 時間完

全に風乾す る 。 こ の管瓶 に 吸虫管 を 用 い て 成虫 を 5�10

頭ずつ収容 し ゴ ム 栓 を す る 。 管瓶 に 餌 と し て 直径 6 mm

の 炉 紙 に 5% シ ョ 糖 液 を 4 μf 添 加 し た も の を 入 れ，

250C， 16 時間明 8 時間暗条件の恒温器 内 に 横 に 並 べ て

保管 し， 接触開始 24 時間後 に 生存虫 数 を 調査 す る (松

井， 1996 a， b) 。 無処理 区 は， 処理 区 と 同 じ 濃 度 の 界面

活性剤 の み の水溶液 と す る 。 複数の薬剤 を 同時 に 検定す

る 場合 に は ， 互 い に 汚染 し な い よ う に 細 心 の 注意 を 払

う 。 処理区 当 た り 20�30 頭 と し ， 少 な く と も 3 反復 す

る 。

散布法 : 圃場 に 定植， あ る い は ポ ッ ト 植 え し た ト マ ト

の葉に 実用濃度 の薬液 を噴霧 し風乾 し た 後， 定期的 (散

布 当 日 �14 日 後) に 葉 を サ ン プ リ ン グ し ， こ れ を 管瓶

(松井， 1996 b ; 田 中 ら ， 1999) ， LEDIEU ( 1979) と 同 様
の 特製 ア ク リ ル 板 ケ ー ジ や プ ラ ス チ ッ ク ・ シ ャ ー レ
(林， 1996) ， あ る い は プ ラ ス チ ッ ク 容器 (河合， 1988) 

に 成虫 と と も に 収容 し ， 接触毒性 を み る 。 林 ( 1996)

は， 成虫 を 試験管 に 入れ 10 秒間氷水中 に 浸潰 し て 低温

麻酔 し た 後 に ， 所定の容器内 に 入 れ る 方法 を 採用 し て い

る 。 管瓶法 で は ， 薬剤散布 し た ト マ ト の小葉 と と も に ，

成虫 を 5�10 頭収容す る 。 こ の場合， 管瓶内部が過湿 に
な ら な い よ う に コ ル ク 栓 を使用 す る が， コ ル ク 栓 に は ゴ

ー ス 布 を あ て がい穴 に成虫が潜 り 込 ま な い よ う に す る 。

管瓶 に は 餌 を 入れず， 成虫 を 管瓶 に 収容 し て 24 時間後

に 生存虫数 を調査す る 。 処 理 区 当 た り 20�30 頭 と し ，

少 な く と も 3 反復す る 。

浸透移行性粒剤の検定 法 : ト マ ト の 定植時 に 粒剤 を植

え 穴土壌混和処理 し ， 小葉 を 定植 2 週間後か ら 残効がな
く な る ま で毎週 サ ン プ リ ン グ し ， 散布法 と 同 様 に 管瓶

(松井， 1996 a， b) に 成虫 と と も に 収容 し ， 24 時間後の
生存虫数 を調査す る 。 葉だ け が成虫の水分補給源 と な る

管瓶法 (松井， 1996 a， b) の ほ う が， 湿 ら せ た 炉紙上 に
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葉 を 置 く 方法 よ り も 死虫率が高 く な る 傾向があ る 。

昆 虫成長制御剤等の検定法 : 昆虫成長制御剤や成虫の

行動 に 影響す る 薬剤 は ， 成虫の生存 に は影響が出 に く い

が， 成虫が薬剤 に 接触す る と 産下卵数や ふ化， 幼虫発育

等の次世代 に対 し て 影響 を 及ぽす こ と が あ る 。 こ の検定

法 と し て ， 40C下で前記 I の プ ラ ス チ ッ ク ・ ケ ー ジ 内 の

キ ャ ベ ツ 葉 に シ ルバ ー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ 成虫 を 10----20

頭放飼 し ， 3----4 齢初期幼虫 が 多 数発生 し た こ ろ ( コ ナ

ジ ラ ミ 放飼 2----3 週間後) に ， ド ラ イ フ ィ ル ム 法 に よ り

一定時間薬剤 に 接触 さ せ た 成虫 を 1 ケ ー ジ 当 た り 5----10

頭， 一定時間放飼す る 。 そ の後， こ の キ ャ ベ ツ 葉 を別 の
プ ラ ス チ ッ ク ・ ケ ー ジ に 移 し て 寄生蜂 を完全に除去 し ，

放飼 13 ま た は 14 日 後 に ， 本寄生蜂の幼虫お よ びマ ミ ー

の生死数， マ ミ ー脱皮殻数， コ ナ ジ ラ ミ の幼虫数お よ び

脱皮殻数 を 調 査 す る (松井， 1996 b) 。 少 な く と も 3 反

復す る 。

② IOBC の方法

ド ラ イ フ ィ ル ム法 : 特製 の組立式小型 ケ ー ジ の ガ ラ ス

板 の 内壁面 に ， 実 用 濃 度 の 薬 液 で ド ラ イ フ ィ ル ム を 作
り ， 成虫 に接触 さ せ る 。 揮発 し や す い薬剤 に よ る ガ ス 効

果 を減 ら す た め に ， ポ ン プで小型 ケ ー ジ 内部 を 強制換気

す る 。 成虫 は羽化 12----24 時間 の個体 を 供試 し ， 15 頭ず

つ 容 器 内 に 収容 し 餌 と し て 蜂蜜 を 与 え ， 2 日 ， 4 日 ， 7 

日 後 に死虫率 を 調査す る 。 こ の と き の生存虫 を 寄生試験

に供試す る 。 寄生試験 は ， 上記の小型 ケ ー ジ の ガ ラ ス の

1 面 に 5 cm の穴 を 開 け た も の を 用 い (図-3) ， こ こ に オ

ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ 3， 4 齢幼虫が 250----350 頭付着 し た マ

メ の 葉 を あ て が っ て 4 時間産卵 さ せ， 12 日 後 に 寄生数

を 調 査 す る 。 無処理 区 は ， 薬 剤 の 代 わ り に 水 で処理す

る 。 少 な く と も 3 反復す る (OOMEN ， 1989) 。

散布法 : 成虫 に 対す る 薬剤 の残効性検定 は， ガ ラ ス 室

内 の ト マ ト に 薬剤散布 し ， 3 日 後 に 棄 を 取 り ， 羽化 24

図 - 3 IOBC に お け る 寄生試験用 ケ ー ジ (OOMEN， 1989) 
1 : ガ ラ ス 板， 2 : 葉， 3 : 穴， 4 : 輪， 5 : 換気孔
6 a. b : 換 気用 チ ュ ー プ と ポ ン プ端. 9 : ボ ル ト ，
10 : バ ン ド . 12 : ゴ ム 栓

時間以 内 の成虫 20 頭 と と も に ポ ン プで強制換気す る 特

製小型 ケ ー ジ に収容 し . 7 日 後の死虫率 を 調 査 す る 。 少
な く と も 3 反復す る (OOMEN ， 1989) 。

昆 虫成長制御剤等の検定 法 : 上記 の 11 - 1 - ( 2 ) ② の

ド ラ イ フ ィ ル ム 法 に よ る 検定 で は ， 生存成虫 に 寄生 さ せ
次世代数 を 調査す る が， こ の 方法に よ っ て 昆虫成長制御

剤 の検定が可能 で あ る 。

③ 検定方法の比較

管 瓶 (松 井， 1996 a， b : 田 中， 1999) や シ ャ ー レ
(林， 1996) に よ る ド ラ イ フ ィ ル ム 法や 散布法 で は， 検

定開始後 に 換気 さ れ な い の で， 薬剤 に よ る ガ ス 効果が生

じ う る 。 し か し ， 残効性 を み る 場合 に ， 管瓶や葉 は薬剤

処理 さ れて か ら 検定開始 ま で広 い 空間 に 置 かれ る の で，

こ の 間 に ガ ス は 揮発 す る 。 こ の た め ， 例 え ば DDVP に

つ い て 見 る と ， 圏 内 で行わ れ て い る 方法 で も ， 死亡率が

25%以下 と な る の は 処理 4 日 後 (松井， 1996 b) あ る い

は 4�6 日 後 (林. 1996) で あ り ， 圃 場 で の 使 用 経験 よ

り 残効期間が長 く な る と い う こ と は な い。 ま た ， 特製 ア

ク リ ル板法 (林， 1996) は ， 上部の 穴 に ネ ッ ト が張 ら れ

通気状態 に あ る 。 こ れ を 用 い て ガ ス 化 し や す い有機 リ ン

剤 (BRP) の検定が行わ れた が， 密閉 し た シ ャ ー レ の

ほ う がか え っ て 死虫率が低 く な る 結果 と な り ， 通気の効

果 は 見 ら れ な か っ た (林， 1996) 。 こ の よ う に 容器 内 を

換気 し な く て も ， 圃場での残効期聞 を お お む ね反映で き

る と 考 え ら れ る の で， 簡易 な検定法作成 の た め に さ ら に
検討す る 必要があ る 。 生存虫数 の調査時期 は ， 圏 内 で は
IOBC の 方 法 と 異 な り ， い ず れ も 接 触 開 始 24 時 間 後

(松井， 1996 a， b : 林， 1996 : 田 中， 1999) に 行 わ れ て

い る o こ れ は 無 処 理 区 で も 成 虫 を 4----7 日 間 (OOMEN

1989) 安定的 に 飼育す る の が難 し い た め で も あ る 。

2 圃 場検定法

( 1 )  圏 内 で行わ れて い る 検定法

散布剤の検定 : 圃場で散布剤 の 影響 を 見 る 場合 に は ，

ま ず， 本寄生峰が発生す る 圃場 を 作 る 必要 が あ る 。 ト マ
ト で は， 定植後 に オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ ま た は シ ルバー リ

ー フ コ ナ ジ ラ ミ を 放飼 し ， こ れが み 4 齢幼虫 に な る 時

期 に本寄生蜂 を 放飼 し ， さ ら に ， 本寄生蜂の 次世代成虫

が発生 し始め る こ ろ か ら 実用濃度 の薬剤 を散布す る 。 調

査 は ， 1 区 3 枚以上の 黄色粘着 ト ラ ッ プ (商品名 : ホ リ

ノ T ー ) を 用 い， 薬剤散布前 か ら 散布 3�4 週 間 後 ま で本

寄生蜂お よ び コ ナ ジ ラ ミ の誘殺消長 を調査 し て無処理区

と 比較す る 。 ま た ， ト マ ト 葉上の コ ナ ジ ラ ミ 幼虫 に 対す

る 本寄生蜂の 寄生率 を調査す る 。 調査株数 は ， 区 当 た り
8----12 株 と し ， コ ナ ジ ラ ミ の 4 齢 中期~後期の 幼虫 が生

息す る 葉位 を 決 め て ， こ こ を 中 心 に 1 株 当 た り 3�5 小

葉 を サ ン プ リ ン グ す る 。 調査は， 薬剤散布前か ら 散布後
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3�4 週間 に か げ で 行 う 。 無処理 区 に は 薬 剤 を 散布 し な
い。 試験区 は 3 反復す る こ と が望 ま し い。 寄生率 は次の

と お り と す る 。

生存マ ミ ー数
寄生率 一 生存マ ミ ー数 + 生存 4 齢ýj]!虫数

た だ し ， 生存 4 齢幼虫 に は嫡 も 含 ま れ る 。

粒剤の検定 : 粒剤の影響 を 見 る 場合 に は， 粒剤 を 定植

時植 え 穴土壌混和処理 し た 後 に コ ナ ジ ラ ミ 成虫 を 放飼

い 3�4 齢幼虫が発生す る こ ろ ( コ ナ ジ ラ ミ 放飼 2�3

週間後) に 本寄生蜂 を放飼す る 。 粒剤の残効性の検定法

は， 室 内検定法での浸透移行性粒剤 と 同様 に行 う 。 園場

調査 を 行 う 場合 に は， 散布剤 の検定法 に 準 じ て 黄色粘着

ト ラ ッ プ及 び寄生率 の 調 査 を 行 う (松井， 1996 a) 。 無

処理区 に は粒剤 を施用 し な い。

( 2 )  IOBC の検定法

散布剤の検定 : 検定作物 と し て は， 施設栽培の キ ュ ウ

リ ， ト マ ト ， ナ ス の い ずれか を 用 い， 圏場内 に オ ン シ ツ

コ ナ ジ ラ ミ と 本寄生蜂 を均一 に 発生 さ せ る か， も し ， 偏

っ て い る 場合 に は 少 な く と も 均一 な 8 株 を選んで試験す

る 。 そ れぞれが隔離 さ れた施設あ る い は 内部 を 仕切 っ た

施設 を使 う 。 植物 は 少 な く と も 1 m 以上 の 高 さ で， 1 区

8 本以上 と し ， 通常 4 反復， 例外的 に 3 反復 と す る 。 対

照薬剤 は， 無害の も の と 有害の も の で作用性が類似 し た

も の と す る 。 コ ナ ジ ラ ミ と 寄生蜂が十分 な密度 に 達 し た

な ら ば実用濃度 の薬剤散布 を行 う 。 調査 は， 散布 4 週間

後に コ ナ ジ ラ ミ 成 ・ 幼虫数， 黒化 し た マ ミ ー数 に つ い て

行 う (OOMEN ， 1989) 。

皿 薬剤の影響の ラ ン ク 分 け と 問題点 に

つ い て

本寄生蜂 に対す る 薬剤 の影響の ラ ン ク 分 け に つ い て，

林 (1996) は IOBC/WPRS の 4 段 階 評 価 (HASSAN et 

al. .  1987) に な ら っ て ， そ の範囲 ( レ ン ジ) を 25%刻み

と し ， 死虫率が 25%以下 の 薬 剤 は 本寄生蜂 に 実害 が な

く 併用可能 と し た 。 現在， 圏 内 で作成 さ れて い る 天敵へ

の薬剤影響 リ ス ト は， 欧州、| で作成 さ れた も の を ベ ー ス に

踊， 成虫別 に 室 内検定結果 を 中 心 に 25%刻 み で 4 段 階

評価 さ れて い る (松井， 1997) 0 IGR 剤や成虫行動 に 影

響す る 薬剤 に つ い て は， 次世代への影響が室内検定 さ れ

て い る が， ま だ十分で は な い。 今後， こ れ ら の室内検定

法 を ペ ー ス に ， 補正死虫率 な い し 補正減少率 で 25%刻

み の ラ ン ク 分 け を し， 総合評価の ラ ン ク 分 け が必要な場

合 に は こ れ ら の最高値で分 け， 園場検定結果があればそ

の値 も 加味す る の が適当 と 思わ れ る 。 ま た 現時点では，
園場検定 を 3 反復以上行 う の は 困難であ る の で， 室内検

定 の 実証の場 と し て 位置付 け る の が妥 当 であ ろ う 。

IOBC の基準 で は ， 室内検定 の 結果 を 4 段 階 に ラ ン ク
分 け し， 最 近 で は 30%未 満 で影響 な し ， 30�79%で影

響小， 80�99% で影響中， 99% よ り 上 で影響大 と し て い

る (VEIRE， 1994) 。 ま た ， 本寄生蜂の場合 は ， 図 1 に 示

し た よ う に ， 室 内検定 に よ っ て 第 l 段階の 寄生率の減少

が無処理 区 と 比較 し て 30%未満の場合 に は 影響 な し と

し て 闘場検定が省略 さ れ て い る 。 寄生率 の 減 少 が 30%

以上で あ っ て も ， 踊 に 対 す る 検定 に よ る 死虫 率 が 30%

以下で， 成虫 に対す る 残効性 (散布 3 日 後) 検定 に よ る
死虫率が 30%以下の薬剤 は 閏場検定 に か け ら れ (VEIRE，
1994) ， そ の結果 は 25% 刻 み で評価 さ れ る 。

以 上 の よ う に ， IOBC の 薬 剤l 検 定 法 は 逐 次 検 定 法

(sequential test) と し て 体系 付 け ら れ て い る が， 国 内

で行わ れた 嫡 に 対 す る 検定 法 は IOBC の 第 2 段 階 に 相

当 し て い る 。 ま た ， 検定法が異 な っ て い て も 類似の結果

が出 て い る 場合 も あ る 。 今後， 国際 的 な 観点 か ら IOBC

の基準 を 十分 に 考慮 し つ つ ， 圏 内 に お け る 検定法の基準
化 と そ の改良 を 図 っ て い く 必要 が あ る 。 一方， IOBC の

方法は， 基本的 に 圃場検定 の 結果 を 重視 し た も の と な っ

て い る が， 圏 内 で は 3 反復以上 の半園場 な い し 圃場検定

を 行 う 条件が整 っ て お ら ず困難な面が あ る の で， 圏場条

件 を想定 し た 室 内検定法の改善， 充実 を 図 っ て い く の も

一つ の 方向性で あ ろ う 。 ま た ， IOBC の 基準 と は ， 室 内

検定結果の ラ ン ク 分 け の範囲の取 り 方， 第 1 段階の寄生
試験 (図 1) ， 寄生試験で用 い る コ ナ ジ ラ ミ の 種類， 死

虫率の調査時期， 強制換気可能 な検定用器具 を使用 す る

必要性， 類似の検定結果が得 ら れ る 場合の よ り 簡易 な手

法への置 き 換 え ， な い し デー タ の読み替 え の 可否等の 問

題点が残 さ れ て お り ， 今後 さ ら に 詰 め て い く 必 要 が あ

る 。
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